




























れる文末詞「イ j については、中)11 (1982) に次のような指摘がある。
イ音尾による訴えかけはきわだっている。次のように、上接部の末尾母音が [U] [0] の
ときは、イ音尾をとることが多い。シゴトー スルイ。(仕事をするよ。)ハシロー






また瀬戸口 (1982) には、藤原(1976) から摘要するかたちで、筆者の出身地にほど近
い山口県熊毛郡上関町祝島の方言についての記載がある。これには多くの文末詞が記載さ
れており、文末詞「ノ J rネJ rヤJ の複合形として「ノイノーJ r トイノーJ r ドイネJ r ト
イネJ rゾイヤJ r トイヤJ などが列挙されているが、これらの形式について細かな用訟の
記述はなされていない。
なお、これらの先行研究は「イ J や「イノ J にはふれているものの、「イネj は全くみ
られなb、。逆に現在は、 fイ j はまったく使われていないといっても過言ではないだろう。
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つまり、かつての「イJ が何らかの変化を経て現代の「イネJ になったと考えられるのだ









「イネj は文の最も右に位置し、「ヨ j rネ j rチヤ j rジャ j rヤj rワ」などの他の方言
文末調とは共起しない。ちなみに、 (5) のように当該方言の「ヨ J と東京方言の「よj と
がまったく同じものではないこと、また例 (6) のように山口方言「イネJ と東京方言「よ
ね」の両方が適格となる例(1)の文脈((確認、要求〉用法)であっても、山口方言として






(6) あのツアー、おまえももちろん行く{イネ/*ヨネlo (= (1)) 






以上のように、現代山口方言の fイネj は伝達のモダリティ形式として「ヨ j rネj rチ


















































本稿の冒頭に示したように、「イネJ には典型的な 4 つの用法がある。これらの用法を
を〈情報提供) (断言) (確認要求) (非難・反発〉と呼び、以下この順に詳述する。
(22) (情報提供) :そりゃあもう、その時は私、本当にびっくりシマシタイネ。[し
ましたよ] (= (1)) 
(23) (断言) :あいつなら絶対デキルイネ。[できるよ/できるさ](=(2)) 



















(29) *君はこの後、何をヤlレンカイネ[何をやるのか] (= (20)) 
(29') 君はこの後、何をヤルン↓ (= (20つ)

























































(42) 早く食ベーイネ[食べろよ] (= (15)) 

















































文法カテゴリーとしては「イネ」は文の最も布に分布しており、 fネJ r ヨ J rチャ J rジ
ヤ J rワ J rヤj などの他の文末調と範列的関係にある伝達のモダりティ形式である。
また「イネ」は、その命題内容が話し手にとっての既存の確定情報であることを示すマ
ーカーであると考えられる。したがって平叙文では、話し手は聞き手がその確定情報をど
のように把握しているかということを判断した上で、「イネJ を〈情報提供) (断言) (確













ィ形式「ジャローJ rソーナJ などとは共起しないことや、「イネj と疑問文との共起関係、
さらに他の文末調との意味的な関係など、本稿で保留にした部分については今後検討して
いく必要があるだろう。
















が使用する形式である。つまり男性は「イネJ íイヤJ íイノ J の 3 形式を用いており、
以下に述べるようにこれらの形式を用法によって使い分けているのである。
まず、「イネJ は 4 つの用法のどれにおいても使用できるが、「イヤj は〈確認、要求〉
では使えない。
(56) *あのツアー、おまえももちろん行クイヤ。(= (3)) 
また、「イヤJ は〈確認要求〉を除く 3 用法、すなわち〈情報提供) (断言> (非難・
反発〉には使用できるが、「イノ J は〈断言〉と〈非難・反発)には使えない。
(57) *あいつなら絶対デキルイノ。(= (2)) 
(58) *うるさいな。いわれなくてもヤルイノ。(= (4)) 
4) なお、 (18) (19) は疑問を表す文末調「カイ」に「ネ」が後接したもののようにも
みえる。だが、当該地域では (59) のように「カイ」ではなく「カ」で文が終止するこ
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